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雄
の
竜
を
思
う
雌
の
一
念
が
巨
岩
を
貫
い
た
:
:

柳
沢
の
長
老
淵
に
は
、
そ
ん
な
伝
説
が
残
っ
て
い
ま
す
。

新
〈
合
か
ら
約
五
キ
口
、
矢
落
川
の
せ
せ
ら
ぎ
に
耳
を

澄
ま
せ
な
が
ら
上
流
へ
上
っ
て
行
く
と
、
も
う
一
つ
の

水
音
に
出
会
い
ま
す
。
そ
こ
が
、
矢
落
川
と
本
郷
川
と

の
合
流
地
点
に
あ
た
る
竜
神
淵
。
か
つ
て
、
雌
の
竜
が

住
ん
で
い
た
と
き
ロ
わ
れ
て
い
る
淵
で
す
。

竜
神
淵
を
右
手
に
臨
む
小
道
を
本
郷
川
沿
い
に
進
ん

で
行
く
と
、
そ
こ
は
ミ
二
渓
谷
。
夏
場
で
も
、
ひ
ん
や

り
と
し
た
空
気
が
身
を
包
み
ま
す
。
小
遣
は
、
本
郷
川

を
ち
に
左
に
し
な
が
ら
、
ま
た
、
道
幅
を
微
妙
に
変
え

な
が
ら
長
老
淵
へ
と
続
い
て
い
ま
す
。

渓
〈
合
の
終
点
に
あ
る
長
老
淵
は
、
雄
の
竜
が
住
ん
で

い
た
と
言
わ
れ
る
と
こ
ろ
。
雄
の
竜
会
い
た
さ
に
雌
の

竜
が
突
き
破
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
大
き
な
岩

が
二
つ
に
割
れ
た
よ
う
な
形
で
突
っ
立
っ
て
お
り
、
そ
十

の
奥
に
激
し
い
水
音
を
た
て
な
が
ら
、
滝
が
流
れ
落
ち
」

で
い
ま
す
。
自
を
そ
っ
と
閉
じ
、
滝
の
青
に
じ
っ
と
耳

を
澄
ま
せ
て
い
る
と
、
伝
説
の
竜
が
ふ
っ
と
首
を
も
た

げ
出
そ
う
な
、
そ
ん
な
感
覚
に
襲
わ
れ
ま
す
。

柳
沢
産
業
観
光
開
発
委
員
会
(
竹
田
伝
会
長
)
を
中

心
に
し
た
地
元
住
民
の
作
業
で
、
こ
の
六
月
に
は
、
案
内

板
や
遊
歩
道
の
整
備
も
完
了
し
ま
し
た
。
地
元
で
は
、

長
老
淵
の
今
後
の
開
発
に
、
大
き
な
夢
を
ふ
く
ら
ま
せ

で
い
ま
す
。

今月号の主な内容

0福祉パスが

運行開始...p2 

0藤樹まつり…..p3 

o知っていますか?
手当制度…・・.p4 

0特別弔慰金を

支給・・・・・.p5 
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平野・:蔵川
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福
祉
パ
ス
が

運

行

開

始

路
線
パ
ス
が
廃
止
と
な
り
、
高
齢
者
な
ど

の
交
通
の
便
の
確
保
に
苦
慮
し
て
い
た
山
間

地
を
無
料
で
運
行
す
る
H

福
祉
パ
ス
ω

が、

九
月
一
日
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
発
車
し

ま
し
た
。
こ
の
パ
ス
は
、
お
年
寄
り
の
交
通
の
便
宜

を
図
る
と
と
も
に
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

利
用
の
拡
大
を
は
か
り
、
各
種
老
人
ク
ラ
ブ

活
動
、
健
康
づ
く
り
の
推
進
を
め
ざ
し
て
運

行
す
る
も
の
で
す
。

蔵
川
地
区
で
は
、
昭
和
六
十
一
年
十

二
月
に
J

R
パ
ス
が
、
上
須
戒
・
平
野

(
本
谷
)
地
区
で
は
、
昭
和
六
十
三
年

八
月
に
伊
予
鉄
パ
ス
の
運
行
が
廃
止
に

な
り
、
地
元
で
は
、
お
年
寄
り
ら
の
交

通
の
便
の
確
保
に
苦
慮
し
て
来
ま
し
た
。

こ
の
た
め
市
で
も
、
昭
和
六
十
一
年
十

月
か
ら
路
線
パ
ス
検
討
委
員
会
を
設
け

て
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
対
策
協
議
を

重
ね
、
今
回
の
福
祉
パ
ス
の
運
行
を
決

定
し
た
も
の
で
す
。

「
ふ
れ
あ
い
号
L

と
名
付
け
ら
れ
た

こ
の
パ
ス
は
、
乗
車
定
員
二
十
八
人
。

前
面
に
、
上
須
戒
行
・
平
野
(
本
谷
)

行
・
蔵
川
行
と
表
示
さ
れ
る
し
く
み
に

な
っ
て
い
ま
す
。

運
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
て
は
、
土

須
戒
と
平
野
(
本
谷
)
地
医
が
毎
週
月
・

水
曜
日
。
蔵
川
地
区
が
毎
週
火
、
木
曜

日
の
朝
・
タ
二
便
ず
つ
が
予
定
さ
れ
て

わ
り
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
対
象
地
川

区

の

聞

を

運

行

し

ま

す

。

川

利
用
対
象
者
は
、
対
象
一
一
一
地
医
の
お
川

年
寄
り
七
百
三
十
四
人
で
、
定
員
外
の
川

乗
車
は
認
め
て
い
ま
せ
ん
。
川
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、

九
月
一
日
に
は
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
川
二
十
五
年
以
上
保
険
料
を
納
め
な
け
れ

ー
で
運
行
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
、
関
川
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
四
十
年
間
保
険

係
者
ら
約
四
十
人
が
参
加
。
交
通
安
全
川
料
を
納
め
る
と
、
満
額
の
六
十
二
万
七

を
祈
る
神
事
の
後
、
桝
田
市
長
が
「
対
川
千
二
百
円
の
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

象
地
域
の
お
年
寄
り
に
は
、
大
変
不
便
川
国
民
年
金
は
、
六
十
歳
に
な
る
ま
で

を
ム
お
か
け
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
川
は
強
制
加
入
で
す
が
、
希
望
を
す
れ
ば

こ
の
パ
ス
を
存
分
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
し
川
六
十
五
歳
に
な
る
ま
で
加
入
す
る
こ
と

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
川
が
で
き
ま
す
。
こ
の
加
入
に
よ
っ
で
、

て
、
対
象
地
区
住
民
を
代
表
し
、
ト
ぃ
須
川
年
金
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、

戒
公
民
館
の
F

仁
田
喜
重
館
長
が
謝
辞
を
川
満
額
の
年
金
を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き

述
べ
、
関
係
者
ら
の
子
で
記
念
の
く
す
川
ま
す
。

玉

が

割

ら

れ

ま

し

た

。

川

加

入

は

、

申

し

出

た

月

か

ら

で

す

の

そ
の
後
、
運
転
子
二
人
に
花
束
が
贈
川
で
、
手
続
き
が
遅
れ
る
と
、
そ
れ
だ
け

呈
さ
れ
、
福
祉
パ
ス
第
一
一
聞
は
、
小
雨
川
加
入
の
期
聞
が
短
く
な
り
ま
す
。

の
降
る
中
関
係
者
の
拍
手
に
見
送
ら
れ
川
子
続
き
は
、
市
民
課
国
民
年
金
係

て
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
後
に
し
ま
川
(
宮
⑪
2
1
1
1
内
線
2
5
6
)
で
行

し

た

。

川

っ

て

い

ま

す

。

心

あ

た

り

の

あ

る

方

は

川
平
め
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
は
六
十
五
歳
に

な
る
ま
で
加
入
で
き
ま
す

← 2 

申告書・届出書の

提出はお早めに
消費税の確定申会書、各間同

市書の抗UP，!羽F艮は二欠のようにな

っていますので、わ忘れなく、

できるだけ早めに干是出してくだ

さし、。

04月一 7月決算法人の中告・

車内イ、f其月巨民...............10月 2 目

。簡易課税制度選択刷出書及び

課税事業者選択届出井(平成

疋年分の個人事業者及び 8~ 

3月決算法人を含む)

….10月 2目

。課税事業者間ltrJ書
・・速やかに

0課税売 !:割合に準ずる割合の

承認 ..一・ー・・・・・申告期眼
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ー
藤
樹
ま
つ
り

復
活
後
早
く
も
三
年
目
を
迎
え
た
藤
樹
ま
つ
り
が
、
今

年
も
、
九
月
二
十
四
日
か
ら
十
一
月
十
二
日
に
わ
た
っ
て

開
催
さ
れ
ま
す
。

八
月
に
は
、
全
国
藤
樹
学
会
研
修
会
が
当
市
で
開
催
さ

れ
、
多
く
の
参
加
者
が
藤
樹
学
に
つ
い
て
の
見
識
を
深
め

ま
し
た
。
藤
樹
ま
つ
り
も
、
中
江
藤
樹
と
い
う
人
物
に
触

れ
て
み
る
よ
い
機
会
で
す
。
現
代
に
息
づ
く
そ
の
教
え
に

つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
学
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

平成元年10月1白

行

事

案

内

0

大
洲
高
校
藤
樹
祭
(
大
洲
高
校
、
九

月
二
十
四
、
二
十
五
日
)

O
楽
し
い
絵
本
展
(
図
書
館
、
十
月
二

十
七
日

1
十
一
月
九
日
)

O
菊
花
展
(
市
民
会
館
前
、
十
月
二
十

九
日

1
十
一
月
四
日
)

O
記
念
式
典
(
城
山
銅
像
前
、
十
月
三

十
一
日
)

O
小
学
生
鼓
笛
パ
レ
ー
ド
(
肱
南
・
肱
北

市
街
地
、
十
月
三
十
一
日
)

O
児
童
生
徒
作
品
展
(
社
教
セ
ン
タ
ー
、

オ第29困
バ金歯藤樹学会研修会大洲大会

十
月
三
十
一
日

1
十
一
月
五
日
)

O
小
学
校
発
表
会
・
藤
樹
講
演
会
(
社

教
セ
ン
タ
ー
、
十
一
月
一
日
)

o四
季
も
よ
う
四
国
写
真
展
(
博
物
館
、

十
一
月
一
日

i
)

O
市
民
文
化
展
(
中
央
公
民
館
、
十
一

月
二
日

1
四
日
)

O
お
ま
つ
り
広
場
・
市
民
郷
土
芸
能
祭

(
緑
地
公
園
、
十
一
月
三
日
)

O
ゲ

i
ト
ボ
l
ル
大
会
(
河
川
敷
グ
ラ

ウ
ン
ド
、
十
一
月
四
日
)

O
市
民
音
楽
祭
(
市
民
会
館
、
十
一
月

五
日
)

O
少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
(
大
洲
小

ほ
か
、
十
一
月
五
日
)

O
市
民
芸
能
発
表
会
(
市
民
会
館
、
十

一
月
十
二
日
)

藤樹学に対する理解を深め、その実践道徳の

住民への啓発を目的とする H全国藤樹学会研修

会かが、 8月18日市役所 2階大ホールで開会され

ました。この日会場には、全国各地から約 200

人の関係者がつめかけ、修養団伊勢研究所の中

山靖雄所長や日本藤樹学会の木村光徳会長の講

演に聞き入りました。

研修会はこの後四、 20日と続き、参加者は、

中江藤樹の人物像やその教え、そしでその教育

的意味などについて、様々な角度から研究協議

しました。

8/18~8/20 

内
第
七
回
お
ま
つ
り
村
吋

同
出
屈
の
ご
案
内
吋

向
青
年
会
議
所
(
宮
⑪
7
1
0
7
)

向

一

一
3 
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国
で
は
、
福
祉
事
業
の
一
環
と
し
て
、
在
宅
福
祉
の
増
進
を
目
的
と
し

た
様
々
な
手
当
制
度
を
制
定
し
、
県
・
市
町
村
を
通
じ
て
適
切
な
運
営
を

行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
市
福
祉
事
務
所
が
窓
口
と
な
っ
て
運
営
し
て
い
る
制
度
に

は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
制
度
ご
と
に
、
目
的

性
や
支
給
対
象
、
支
給
方
法
な
ど
が
明
確
に
区
分
さ
れ
て
い
ま
す
。

次
の
説
明
を
読
ん
で
、
「
現
在
の
状
況
が
、
い
ず
れ
か
の
制
度
の
対
象

と
な
る
の
で
は
な
い
か
L

と
思
わ
れ
る
方
は
、
福
祉
事
務
所
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
各
制
度
に
つ
い
て
の
詳
し
い
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

福

祉

事

務

所

宮

⑮

2
1
1
1
内
線

2
7
2
・
2
7
6

川
ヘ
い
各
制
度
の
概
一
一
饗

{
特
別
障
害
者
手
当
}

川
受
給
資
格

一
定
以
上
の
障
害
を
有
し
、
日
常

生
活
に
お
い
て
、
い
つ
も
特
別
な
介

護
を
必
要
と
し
て
い
る
二
十
歳
以
上

の
人
。た
だ
し
、
施
設
な
ど
に
入
所
し
で

い
る
人
、
医
療
機
関
に
二
一
ヵ
月
を
越

え
て
入
院
し
て
い
る
入
は
除
か
れ
ま
す
。

凶
手
当
額
(
月
額
)

二
万
九
百
五
十
円

一
障
害
児
福
祉
手
当
}

川
受
給
資
格

一
定
以
上
の
障
害
を
有
し
、
日
常

生
活
に
お
い
て
、
い
つ
も
介
護
を
必

要
と
し
て
い
る
二
十
歳
未
満
の
児
童
。

た
だ
し
、
施
設
な
ど
に
入
所
し
て

い
る
人
は
除
か
れ
ま
す
。

凶
手
当
額
(
月
額
)

一
万
千
七
百
円

{
特
別
児
童
扶
養
手
当
}

川
受
給
資
格

①
受
給
者
要
件

的
障
害
児
を
父
又
は
母
が
監
護
す

る
場
合

仰
父
母
が
い
な
い
か
、
又
は
父
母

の
い
ず
れ
も
が
障
害
児
を
監
護

し
な
い
た
め
、
父
母
以
外
の
者

が
障
害
児
を
養
育
す
る
場
合

①
手
当
の
対
象
と
な
る
児
童

二
疋
以
上
の
障
害
を
有
し
、
日
常

生
活
に
ム
お
い
て
、
い
つ
も
介
護
を

必
要
と
し
て
い
る
二
十
歳
未
満
の

児
童
。ただ
し
、
施
設
な
ど
に
入
所
し

で
い
る
児
童
は
除
か
れ
ま
す
。

制
手
当
額
(
月
額
)

対
象
児
童
一
人
に
つ
い
て

一
級
一
四
万
千
三
百
円

二
級
一
二
万
七
千
五
百
円

{
児
童
扶
養
手
当
]

川
受
給
資
格

①
受
給
者
要
件

父
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な

い
児
童
を
監
護
し
て
い
る
母
、
又

は
、
母
に
か
わ
っ
て
養
育
し
て
い

る
者
に
対
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
老
齢
福
祉
年
金
以
外

の
国
民
年
金
、
恩
給
、
厚
生
年
金

な
ど
の
公
的
年
金
受
給
者
は
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
。

②
手
当
の
対
象
と
な
る
児
童

十
八
歳
未
満
の
児
童
又
は
、
二

十
歳
未
満
で
二
疋
以
上
の
障
害
を

有
す
る
児
童
で
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
者
。

的
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

伺
父
が
死
亡
し
た
児
童

川
口
父
が
障
害
の
状
態
に
あ
る
児
童

伺
父
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
児

童
同
父
が
引
続
き
一
年
以
上
遺
棄
し

て
い
る
児
童

付
父
が
引
続
き
一
年
以
上
拘
禁
さ

れ
て
い
る
児
童

約
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
胎

し
た
児
童

例

ωに
該
当
す
る
か
ど
う
か
明
ら

か
で
な
い
児
童

倒
手
当
額
(
月
額
)

児
童
一
人
の
場
合
三
万
四
千
円
、

児
童
二
人
の
場
合
三
万
九
千
円
、
以

下
一
人
増
す
ご
と
に
二
千
円
ず
つ
加

算。(
各
手
当
に
共
通
す
る
事
項
)

川
所
得
制
限

前
年
分
の
本
人
及
び
扶
養
義
務
者

な
ど
の
所
得
が
一
定
額
以
上
の
人
は
、

支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
。

制
現
況
届

手
当
受
給
者
は
、
毎
年
八
月
に
、

前
年
分
の
所
得
な
ど
に
関
す
る
現
況

屈
を
提
出
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

制
申
請
手
続

そ
れ
ぞ
れ
申
請
書
、
診
断
書
な
ど

の
提
出
が
必
要
で
す
。

※
こ
こ
に
提
示
し
た
手
当
額
は
、
平
成

元
年
四
月
一
日
現
在
の
も
の
で
す
。

ス
ト
マ
用
具
が

医
療
費
控
除
の
対
象
に

平
成
元
年
度
の
税
制
改
正
に
よ
り
、

ス
ト
マ
用
装
具
の
費
用
が
税
の
控
除
対

象
と
な
り
ま
す
。

川

対

象

者

ス
ト
マ
ケ
ア
に
係
る
治
療
を
受
け

て
い
る
人
工
旺
門
の
ス
ト
マ
(
排
池

孔
)
又
は
尿
器
変
向
(
更
)
の
ス
ト

マ
を
持
つ
入
。

∞
手
続
方
法

確
定
申
告
の
際
、
次
の
書
類
を
提

示
し
て
く
だ
さ
い
。

同
ス
ト
マ
用
装
具
使
用
証
明
書

的
ス
ト
マ
用
装
具
代
の
領
収
書

制
適
用
時
期

昭
和
六
十
四
年
一
月
一
日
以
降
に

使
用
し
た
ス
ト
マ
用
装
具
の
費
用

※
証
明
書
の
用
紙
は
福
祉
事
務
所
に
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
福
祉
事
務
所
ま
で

宮
⑫
2
1
1
1
内
線
2
7
6

-4 



おおず広報

一行政書士1110番」一

日本行政書士会連合会で、は、 10月

2日から 6日までの 5日間、行政書

士 '110J番を開設します。これは、

役所へ提出する書類の作成や許認可

の手続きなとについて、電話による

相談に無料でお答えするものです。

次の要領で開設しますので、お気

車圭にご宇目言炎ください。

4・窓口.
愛媛県行政書士会

ft 0899⑮ 1444 

.開設時間.

9:00~16:00 

.相談内容.

0 日常生活に身近な官公署に提出

する書類

。権利義務及び事実証明に関する

書類

(具体的には、農地転用・土地開

発・風俗営業許可・告発状作成

.国籍帰化などです。)

一
、
支
給
の
目
的

昭
和
六
十
年
四
月
一
日
以
降
、
公
務

扶
助
料
、
遺
族
年
金
な
ど
の
受
給
権

を
有
し
て
い
た
方
が
失
権
し
、
現
に

国
か
ら
何
ら
の
処
遇
も
受
け
で
い
な

い
遺
族
が
相
当
数
に
の
ぼ
っ
て
い
る

こ
と
を
考
慮
し
、
固
と
し
て
弔
慰
の

意
を
表
す
た
め
に
支
給
さ
れ
る
も
の

で
す
。

二
、
支
給
の
方
法

特
別
弔
慰
金
は
、
戦
没
者
一
人
に

対
し
て
、
額
面
十
八
万
円
の
記
名
国

債
で
支
給
さ
れ
、
平
成
二
年
か
ら
平

成
七
年
ま
で
の
六
年
に
わ
た
っ
て
毎

年
三
万
円
ず
つ
償
還
さ
れ
ま
す
。

一
二
、
支
給
の
条
件

電話で無料相談

平成元年10月1日

特
別
弔
慰
金
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
の
は
、
満
州
事
変
(
昭
和
六
年

九
月
十
八
日
)
以
後
の
戦
没
者
の
遺

族
の
う
ち
、
昭
和
六
十
年
四
月
一
日

か
ら
平
成
元
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

の
聞
に
、
公
務
扶
助
料
・
遺
族
年
金

な
ど
を
受
給
し
て
い
た
人
が
失
権

(
死
亡
・
婚
姻
な
ど
)
し
た
場
合
で
す
。

四
、
支
給
の
対
象
者

特
別
弔
慰
金
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
の
は
、
主
と
し
て
次
に
記
載
さ

れ
た
遺
族
の
う
ち
、
次
の
順
序
に
従

つ
で
最
も
順
位
が
先
の
人
一
人
に
限

ら
れ
ま
す
。

山
平
成
元
年
四
月
一
日
ま
で
に
弔

慰
金
(
遺
族
国
庫
債
権
)
を
受
け

た
人

間
戦
没
者
の
子

同
戦
没
者
と
生
計
を
共
に
し
て
い

た
①
父
母
②
孫
③
祖
父
母
④
兄
弟

姉
妹
(
婚
姻
・
養
子
縁
組
に
よ
り
、

平
成
元
年
四
月
一
日
に
氏
が
か
わ

っ
て
い
る
人
は
除
か
れ
ま
す
。
)

山
間
間
以
外
の
①
父
母
②
孫
③
祖
父

母
④
兄
弟
姉
妹
⑤
そ
の
他
の
三
親

等
内
の
親
族
(
戦
没
者
死
亡
ま
で

引
き
続
い
て
一
年
以
上
生
計
を
共

に
し
て
い
た
人
に
限
り
ま
す
。
)

※
た
だ
し
、
第
四
回
特
別
弔
慰
金
(
額

面
三
十
万
円
)
を
受
給
中
の
人
及
び

第
四
回
特
別
弔
慰
金
を
時
効
失
権
し

た
人
は
、
請
求
し
て
も
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

五
、
請
求
の
期
限

請
求
の
期
限
は
、
平
成
四
年
六
月

二
十
七
日
で
す
。
期
限
ま
で
に
請
求

し
ま
せ
ん
と
、
受
給
で
き
な
く
な
り

ま
す
か
ら
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
一
一
、
家
賃
な
ど

、

受

付

窓

口

一

0
3
D
K
・--

最
寄
り
の
市
区
町
村
の
援
護
担
当
一

0
2
L
D
K
・
-
:
:
二
万
六
千
円

課
が
受
付
窓
口
に
な
っ
て
い
ま
す
。
一
家
賃
の
外
に
共
益
費
が
必
要
で
す
。

請
求
用
紙
は
受
付
窓
口
に
備
え
で
あ
士
一
、
申
込
受
付
期
間

り
ま
す
が
、
外
に
戸
籍
抄
本
な
ど
も
一
平
成
元
年
十
月
二
日

1
十
月
六
日

必

要

で

す

。

士

ニ

、

申

込

受

付

場

所

及

び

問

い

合

せ

先

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
左
記
ま
で
一
愛
媛
県
八
幡
浜
地
方
局

ご

相

談

く

だ

さ

い

。

一

八

幡

浜

土

木

事

務

所

用

地

管

理

課

一

宮

0
8
9
4
⑫
1
5
5
0

…
四
、
抽
選
日
時

一
平
成
元
年
十
月
二
十
三
日
(
月
)

一

午

後

二

時

一
五
、
入
居
予
定
日

一
平
成
元
年
十
一
月
十
日
(
金
)

県
営
住
宅

松
柏
団
地
(
八
幡
浜
市
松
柏
)

入
居
者
募
集

福
祉
事
務
所
・
援
護
係

官
⑪
2
1
1
1
内
線
2
7
5

← 5一

法守る心が築くよい社会

10月 1日は「法の日」です。日頃

から法に親しみ、法を尊重し、明る

し当社会を築くよう心がけましょう。

皆さんの中で、人権を侵されたり

裁判費用のことでわ困りの方は、近

くの人権擁護委員か、法務局又はそ

の支局にご相談ください。

相談は無料て¥秘密は固く守られ

ます。

4・大洲市の人権擁護委員.

兵頭典次(八多喜)宮⑫0493

玉木道輝(北只)宮⑫3794

磯崎邦夫(大洲)ft⑪3773

東定一郎(森山)ft⑫0025

森本幸衛(藤縄)ft⑫0877

山根義徳(市木)宮⑫4632

週間第30回「法の日」

10/1 ~ 10/7 



や
工
作
物
の
建
設
及
び
開
発
行
為
を

す
る
場
合
に
は
、
種
々
の
制
約
が
あ

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
そ
の
土
地
が

所
在
す
る
地
方
局
建
設
部
、
土
木
事

務
所
な
ど
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
大
洲
市
内
の
土
地
に
関
す
る

ご
相
談
は
左
記
ま
で
。

八
幡
浜
地
方
局
建
設
部

宮
⑫
5
1
2
1

大
洲
市
企
画
情
報
室

宮

(
ω
2
1
1
1
内
線
3
4
1

開
発
行
為
の
許
可
制
度

都
市
計
画
区
域
内
で
開
発
行
為
を
し
以
上
の
開
発
行
為
(
大
洲
市
は
該

ょ
う
と
す
る
と
き
は
、
都
市
計
画
法
に
当
な
し
)

よ
っ
て
〉
事
前
に
知
事
(
そ
の
土
地
が
・
市
街
化
調
整
区
域
内
で
は
、
農
業
・

松
山
市
、
今
治
市
、
新
居
浜
市
に
あ
る
林
業
・
漁
業
者
の
住
宅
及
び
こ
れ

場
合
は
そ
れ
ぞ
れ
の
市
長
)
の
許
可
が
ら
の
業
の
た
め
の
建
築
物
な
ど
以

必

要

で

す

。

外

で

、

一

定

用

途

の

目

的

に

供

す

O

開
発
行
為
と
は
、
建
築
物
や
工
作
る
開
発
行
為
(
大
洲
市
は
該
当
な

物
の
建
設
を
目
的
で
行
う
土
地
の
区
し
)

固
形
質
の
変
更
、
い
わ
ゆ
る
土
地
造
・
前
記
以
外
の
都
市
計
画
区
域
内
で

成
を
行
う
こ
と
を
い
い
ま
す
が
、
許
は
、
三
千
平
方
灯
以
上
の
開
発
行

可
の
必
要
な
も
の
ほ
次
の
も
の
で
す
。
為

・
市
街
化
区
域
内
で
は
、
千
平
方
日
都
市
計
画
医
域
内
で
行
う
建
築
物

平成元年10月1日

は
か

。

り
は
正
確
で
す
か
?

おおず

一
計
量
器
の
定
期
検
査
を
下
表
の
日
程

で
行
い
ま
す
。
検
査
に
は
、
手
数
料
が

必
要
で
す
の
で
、
当
日
用
意
を
し
て
く

だ
さ
い
。

種

類

料

金

・
棒
は
か
り
百
五
十
円

1
三
百
円

・
皿
手
動
は
か
り
三
百
五
十
円

1
四
百
円

・
ば
ね
式
指
示
は
か
り
三
百
円

1
九
百
円

・
台
手
動
は
か
り
三
百
五
十
円
1

九
百
五
十
円

・
光
電
式
は
か
り
九
百
円

-
光
電
式
は
か
り
に
つ
い
て
は
、
訪
問

検
査
を
し
ま
す
。

※
な
お
、
一
般
家
庭
の
台
所
用
は
か
り

な
ど
は
無
料
で
検
査
し
ま
す
。
病
院
等

広報

で
使
用
す
る
体
温
計
や
血
圧
計
は
、
一

部
無
料
で
、
十
月
二
十
四
日
保
健
セ
ン

タ
ー
で
検
査
し
ま
す
。

詳
し
く
は
商
工
観
光
課
ま
で

宮

(
ω
2
1
1
1
内
線
3
2
6

計量器の定期検査日程

月 日 場 所 時 間

10月16日(月) 南久米連絡所 11 : OO~ 12 : 00 

タ 平野連絡所 13: 30~14: 30 

10月17日(火) 上須戒連絡所 10:00~11:00 

イン 八多喜連絡所 13 : OO~14 : 00 

イシ 二善連絡所 14 : 30~15 : 00 

10月18日(水) 管回連絡所 10:00~11:30 

イシ 柳沢連絡所 13: 30~15: 00 

10月19日休) 大川連絡所 10 : 30~ 11 : 30 

" 蔵川中学校 13: 30~14: 30 

10月23日間 新谷連絡所 11: ∞~15: 00 

110月24日(火) 保健センタ 10 : OO~ 15 : 00 

10月25日(水) 社会教育センター 9:00~12:00 

イシ 大洲市民会館 13: 30~16: 00 

10月26日(木) ~ ヨ:30~14: 00 

ま
ご
こ
ろ
の
お
く
り
も
の

(
敬
称
略
)

金

一

封

大

(
指
定
配
分
)

金
一
封
(
上
須
戒
地
区
社
協
と
上
須

戒
老
人
会
へ
)
上
須
戒
梶
本
満
貴
雄

金
一
封
(
平
野
地
区
社
協
と
野
田
鶴

寿

会

へ

)

平

野

町

上

田

豊

金
一
封
(
南
久
米
地
区
社
協
と
市
社

協

へ

)

稲

積

菊

地

久

金
一
封
(
八
多
喜
寿
会
と
八
多
喜
公

民

館

へ

)

八

多

喜

町

匠

名

金
一
封
(
南
久
米
地
区
社
協
へ
)

梅

川

峰

竹

一

が'i'I

出
茂

秀
夫

(
物
品
の
口
座
)

バ
リ
カ
ン
(
中
古
)
一
台
(
家
庭
奉

仕
員
訪
問
派
遣
活
動
及
び
貸
出
用
)

若

宮

大

隅

ダ

イ

手
作
り
わ
手
玉
二
百
個
(
大
洲
一
一
子

園
と
犬
洲
育
成
園
へ
)

春

賀

松

田

ト

ク

ヨ

F

温
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
感
謝
を
こ
め
て
掲
載
さ
せ
で

い
た
だ
き
ま
す
。

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

全
国
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
協
賛

カ
ヌ

i
ツ
ー
リ
ン
グ
駅
伝
大
会

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
で
あ
る
H

第

二
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
祭
H

が
、
十
月
二
十
九
日
か
ら
四

日
間
、
松
山
市
を
主
会
場
と
し
て
、
愛

媛
県
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

清
流
肱
川
が
流
れ
る
大
洲
市
で
も
、

そ
の
協
賛
事
業
と
し
て
H

カ
ヌ
l
ツ
ー

リ
ン
グ
駅
伝
大
会
を
開
催
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
全
国
の
カ
ヌ

1
愛
好

者
に
大
洲
市
の
素
晴
ら
し
さ
を
満
喫
し

て
も
ら
う
と
共
に
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の

推
進
を
目
的
と
し
て
開
催
す
る
も
の
で

す。
大
会
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
、
主
催

- 6 -

他
日
本
カ
ヌ
l
連
盟
・
大
洲
市
・

大
洲
市
教
育
委
員
会
・
大
洲
市
体
育

協
会

二
、
開
催
期
日

平
成
元
年
十
月
三
十
日
(
月
)

(
開
会
式
は
十
月
二
十
九
日
)

三
、
コ

l
ス
及
び
競
技
方
法

大
川
橋

1
肱
川
橋
下
流
約
十
七
キ

ロ
(
五
区
間
)
を
駅
伝
競
争
す
る
。

回
、
参
加
資
格

日
本
カ
ヌ

i
連
盟
パ
ッ
チ
テ
ス
ト

D
級
以
上
の
者
で
、
各
都
道
府
県
カ

ヌ
l
協
会
が
推
薦
し
た
者
。

※
詳
し
く
は
教
育
委
員
会
社
会
教
育
体

育
課
ま
で
宮
⑫
2
1
1
1
内
線
3
8
9



おおず

ス
ポ
ー
ツ
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
保
険
制
度

を
知
っ
て
い
ま
す
か
っ

広報

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
を
迎
え
ま
し
た
。
近

年
ス
ポ
ー
ツ
熱
の
た
か
ま
る
中
で
、
練

習
・
競
技
中
に
わ
け
る
傷
害
が
数
多
く

発
生
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
傷
害
の
発
生
に
そ
な
え
て

次
の
保
険
に
加
入
し
て
い
ま
す
。

一
、
市
民
総
合
賠
償
補
償
保
険

対
象
と
な
る
行
事
は
、
市
が
主
催

(
共
催
を
含
む
)
す
る
社
会
教
育
活

動
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
・
社
会
福
祉
活

動
・
社
会
奉
仕
活
動
な
ど
で
、
参
加

活
動
中
に
傷
害
を
被
っ
た
場
合
保
険

金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

一
保
険
金
一

O
死
亡
五
百
万
円

O
入

院

一

万

円

i
五
万
円
(
入

市民運動会を今年も次の日

程で開催します。

日時:10月10日(体育の日)

午前 9時開会

場所:喜多小学校運動場

※雨天の場合は、 10月15日に

延期します。

平成元年10月1日

一
的
端
端
端
軍
一
m

z議議
建
一
翠
脳
内

点
「
解
放
運
動
へ
の
歩
み
」

内
同
和
教
育
の
先
進
地
と
い
わ
れ
る
京

l
h

都
・
和
歌
山
に
は
、
対
象
地
区
の
あ
る
学

向
校
へ
の
教
師
の
赴
任
拒
歪
事
件
や
校
区
外

%
1
一
O
O
%
(障
害
の
程
世
越
境
通
学
問
題
な
ど
が
起
こ
っ
て
お
り

度

に

応

じ

て

)

ザ

特

に

長

期

欠

席

、

不

就

学

の

実

態

を

黙

な
お
、
ス
ポ
ー
ツ
愛
好
者
団
体
に
よ
内
視
で
き
ず
、
高
知
県
で
は
昭
和
二
十
三

る
練
習
な
ど
で
の
傷
害
に
つ
い
て
は
、

J

均
年
に
福
祉
教
員
制
度
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

適
用
に
な
ら
な
い
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
日
高
知
市
で
は
五
人
の
福
祉
教
員
が
、
子

い
。
愛
好
者
団
体
の
方
に
は
、
ス
ポ

i
向
供
の
教
育
保
育
の
た
め
に
懸
命
の
努
力

ツ
安
全
協
会
傷
害
保
険
(
賠
償
責
任
保
世
を
続
け
た
の
で
す
。
「
き
ょ
う
も
机
に

険
付
)
へ
の
加
入
を
お
勧
め
し
ま
す
。
ザ
あ
の
子
が
い
な
い
」
と
題
す
る
実
践
記

詳
し
く
は
、
教
育
委
員
会
社
会
教
育
的
録
か
ら
、
そ
の
様
子
に
つ
い
て
う
か
が

体

育

課

ま

で

。

世

う

こ

と

が

で

き

ま

す

。

告

(
ω
2
1
1
1
内
線
3
8
9
ザ
し
か
し
、
懸
命
に
尽
し
た
に
も
か
か

間
わ
ら
ず
、
ま
た
、
長
期
欠
席
、
不
就
学
生

明
徒
の
ほ
と
ん
ど
が
対
象
地
区
の
子
供
た
ち

町
で
占
め
ら
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

世
こ
れ
を
部
落
差
別
と
し
て
理
論
的
に
位

》
置
づ
け
る
ま
で
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し

I
J

た
。
こ
う
し
て
ど
う
し
て
も
登
校
し
な

が
い
子
供
た
ち
の
た
め
に
、
夜
間
学
級
の

ザ
取
り
組
み
も
始
め
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

向
奈
良
県
で
は
、
昭
和
二
十
五
年
に
若
草

世
中
学
校
で
夜
間
学
級
が
開
設
さ
れ
ま
し

日
た
。
昭
和
三
十
一
年
当
時
東
之
阪
の
子

山
供
は
、
昼
間
生
三
十
人
に
対
し
、
夜
間

、
日
生
五
十
五
人
で
、
無
報
酬
の
上
、
夜
の
十

吋
時
、
十
一
時
に
ま
で
な
る
こ
と
の
多
い

科
学
習
を
黙
々
と
続
け
る
教
師
も
大
変
で

I
M

し
た
が
、
昼
間
働
い
て
い
る
生
徒
の
疲

院
日
数
に
応
じ
て
)

O
後
遺
障
害
死
亡
保
険
金
の
三

%
1
一
O
O
M
m
(障
害
の
程

度
に
応
じ
で
)

ニ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
傷
害
保
険

教
育
委
員
会
が
主
催
す
る
各
種
大

会
な
ど
の
行
事
に
参
加
し
、
傷
害
を

被
っ
た
場
合
に
対
象
と
な
り
ま
す
。

{
保
険
金
}

O
死
亡
百
五
十
万
円

。
入
院
日
額
二
千
円
(
百
八
十

日
を
限
度
と
す
る
)

O
通
院
日
額
一
千
円
(
百
八
十

日
以
内
で
九
十
回
を
限
度
と

す
る
)

O
後
遺
障
害

死
亡
保
険
金
の

高齢者雇用促進月間
lO/1~lO/31 

労働保険適用促進月間
0公共職業安定所で、は、雇用援護制度に

基づき、事業主並びに高年齢者の背さん

の雇用に関する相談を行っています。お

気軽におこしください。

0労働者を一人でも雇用している事業所

は、労働保険に加入しなければなりませ

ん。まだ加入しでいない事業主の方は、

今すぐ加入の手続きをしてください。

大ilH公共職業安定所

宮⑪31 9 1 
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「
人
権
と
同
和
教
育
」

(7) 

れ
も
大
変
で
し
た
。

ご
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
昭
和
二

十
六
年
京
都
に
「
オ
ー
ル
ロ
マ
ン
ス
事

件
」
が
発
生
。
同
和
地
区
を
劣
悪
な
状

態
に
放
置
し
で
い
る
ご
と
が
、
行
政
の

怠
慢
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
。
行
政
の
姿

勢
を
基
本
的
に
改
め
な
い
限
り
、
部
落

差
別
は
解
消
さ
れ
な
い
こ
と
が
問
題
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
同
二
十
七
年
和
歌

山
県
議
の
差
別
発
言
事
件
、
広
島
県
の

土
口
和
中
学
校
事
件
な
ど
、
全
国
各
地
の

学
校
現
場
で
差
別
事
件
が
相
次
ぎ
、
こ

れ
ら
の
闘
い
の
中
か
ら
、
行
政
へ
の
要

求
運
動
が
各
地
で
取
り
組
ま
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
ご
う
し
て
国
や
地
方

公
共
団
体
に
対
し
で
、
そ
の
責
任
に
お

い
て
差
別
を
解
消
す
る
施
策
を
強
く
要

求
し
で
い
く
運
動
へ
と
転
換
し
て
い
き

ま
し
た
。
即
ち
、
部
落
問
題
は
単
な
る

心
が
け
の
問
題
と
す
る
融
和
運
動
の
観

念
的
な
同
和
教
育
を
打
破
し
、
そ
の
成

果
も
あ
げ
て
い
ま
し
た
。
和
歌
山
で
は

昭
和
二
十
七
年
に
総
額
四
千
四
百
万
円

の
同
和
予
算
が
組
ま
れ
、
教
育
関
係
で

は
不
就
学
対
策
と
し
て
、
子
ど
も
会
(

夜
間
学
校
)
の
設
置
な
ど
、
大
衆
的
な

闘
い
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
行
政
的
施
策

が
大
き
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
動
き
が
全
国
に
波
及

し
、
同
和
教
育
の
全
固
化
が
図
ら
れ
て

い
き
ま
し
た
。

一一 7 -

十
月
十
日
は
市

民

運

動

会
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事
務
電
算
化
・
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト

九
月
一
日
;

回目@@巴
奥

さ

ん

訪

問

NO.99 

文
化
施
設
を
も
う
少
し
増
や
し
て
ほ
し
い
ナ

佐
伯

昌
代
さ
ん
(
東
大
洲
・
お
歳
)

おおず広報

V
結
婚
し
て
大
洲
へ
や
っ
て
来
た
の
が

昭
和
五
十
九
年
。
も
う
五
年
に
な
り
ま

し
た
。

V
出
身
は
名
古
屋
市
西
区
で
す
。
名
古

屋
駅
の
す
ぐ
近
く
で
、
大
変
に
ぎ
や
か

な
と
こ
ろ
な
ん
で
す
よ
。

V
あ
ち
ら
は
、
山
な
ん
て
は
る
か
か
な

た
に
や
っ
と
見
え
る
く
ら
い
の
も
の
な

ん
で
す
が
、
大
洲
へ
来
て
み
た
ら
山
ま

高
度
情
報
化
社
会
に
対
応
し
、
住
民
へ

サ
ー
ビ
ス
の
よ
り
一
一
層
の
向
上
を
図
る
山

た
め
に
市
が
自
己
導
入
し
た
電
算
シ
ス
一

テ
ム
の
始
動
式
が
、
九
月
一
目
、
市
役
一

所
の
一
階
ロ
ピ

i
で
聞
か
れ
ま
し
た
o

v

今
年
も
、
十
月
一
日
か
ら
共
同
募
金

始
動
式
に
は
、
関
係
者
約
五
十
人
が
参
一
運
動
が
始
ま
り
ま
す
。
み
な
さ
ま
の
ご

加
。
テ
l
プ
カ
ッ
ト
の
後
、
桝
田
市
長
一
協
力
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

が

ス

イ

ッ

チ

を

入

れ

、

電

算

シ

ス

テ

ム

日

大

洲

市

共

同

募

金

会

が
本
格
的
に
稼
働
し
始
め
ま
し
た
。
一

現
在
は
、
電
算
室
に
中
央
処
理
装
置
…

磁
気
デ
ィ
ス
ク
装
置
な
ど
が
備
え
ら
れ
、
一

庁
内
各
課
に
十
八
台
の
端
末
機
が
配
置
一

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
開
始
さ
れ
た
の
一

は
、
市
民
課
窓
口
で
の
住
民
票
発
行
や

転
入
転
出
の
住
民
記
録
の
即
時
処
理
の
-

み
で
す
が
、
今
後
は
、
税
関
係
、
年
金
、
、

水
道
業
務
、
財
務
会
計
、
印
鑑
証
明
な
円

ど
、
あ
わ
せ
て
二
十
四
業
務
に
つ
い
て
-
"

の
整
備
を
進
め
、
平
成
二
年
度
末
ま
で
一

に
完
全
実
施
の
予
定
で
す
。

た
山
で
し
ょ
う
。
そ
れ
に
、
夜
が
暗
い

の
で
(
名
古
屋
の
夜
は
、
ネ
オ
ン
な
ど

の
影
響
で
と
て
も
明
る
い
ん
で
す
)
、

最
初
は
不
安
で
し
ょ
う
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

V
名
古
屋
の
料
理
は
、
全
般
的
に
味
付

が
濃
い
ん
で
す
。
最
初
は
、
い
も
た
き

で
さ
え
「
薄
味
だ
な
」
と
思
っ
て
い
た

く
ら
い
で
す
。
最
近
よ
う
や
く
ご
ち
ら

の
味
に
も
慣
れ
て
き
た
ん
で
す
が
、
み

そ
や
ソ
l
ス
な
ど
は
、

A
7
で
も
実
家
か

ら
時
々
送
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

V
市
へ
の
お
願
い
な
ん
で
す
が
、
美
術

共
同
募
金
に

-<品

、-
協

力

を

10/1-12/31 

思いやりは

きっと

返ってくる

共同募金
館
な
ど
の
文
化
施
設
を
も
う
少
し
増
や

し
て
も
ら
い
た
い
の
と
、
小
さ
く
て
も

い
い
か
ら
子
供
た
ち
の
遊
び
場
を
も
っ

と
確
保
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

V
子
供
た
ち
(
典
晃
く
ん
H
H
四
歳
H
H
、

知
哉
く
ん
H
H
九
ヵ
月
H
H
)

に
は
、
と
に

か
く
た
く
ま
し
い
子
に
育
っ
て
欲
し
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

守
主
人
に
は
、
特
に
こ
れ
と
い
っ
た
注

文
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
知
哉
が
も
う
少

し
大
き
く
な
っ
た
ら
、
海
外
旅
行
へ
連
れ

て
行
つ
で
も
ら
お
う
か
な
と
、
今
プ
レ

ッ
シ
ャ
ー
を
か
け
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

新
刊
図
書
案
内

- 8 

愛
媛
県
史
(
県
政
人
物
資
料
編

現

代

年

表

・

索

引

)

愛

媛

県

愛
媛
年
鑑
一
九
八
九
愛
媛
新
聞
社

大
洲
市
ゼ
ン
リ
ン
の
住
宅
地
図

縄
文
の
わ
ざ
と
道
具
小
林
達
雄
著

日
本
の
名
族
八
・
九
新
人
物
往
来
社

日
本
の
世
紀
の
読
み
方
渡
部
昇
一
著

幸

福

な

性

松

本

文

絵

著

名
刺
の
本
情
報
創
造
研
究
所
編

心
の
ウ
サ
が
晴
れ
る
本
斎
藤
茂
太
著

明
日
は
わ
が
身
ボ
ケ
る
が
勝
ち

小
能
…
均
著

素
材
で
料
理
2

学
習
研
究
社

都

会

の

鳥

た

ち

唐

沢

孝

一

著

探
訪
日
本
の
庭
二
山
陰
小
学
館
τ

ひ

ば

り

自

伝

美

空

ひ

ば

り

著

い
ま
ど
き
の
コ
ト
パ
た
ち
亀
井
肇
著

文
字
あ
そ
び
百
科
馬
場
推
二
著

白

河

夜

船

吉

本

ば

な

な

著

一

夜

鵜

わ

き

ん

平

岩

弓

枝

著

一

惑

い

の

季

節

諸

井

薫

著

一

人

生

の

親

戚

大

江

健

三

郎

著

遠
い
国
か
ら
の
殺
人
者
笹
倉
明
著

引

越

貧

乏

色

川

武

大

著

下
天
は
夢
か
一

1
三

津

本

陽

著

市

塵

藤

沢

周

平

著

ト
ッ
ト
の
欠
落
帖
黒
柳
徹
子
著

図
書
館
の
日
曜
開
館
は
、
九
月
を
一

も
っ
て
終
了
し
ま
す
。
十
月
か
ら
は
、
一

従
来
ど
お
り
日
曜
日
は
休
館
日
と
し
、

月
曜
日
は
開
館
し
ま
す
。
書

館

図



平成元年10月1日

8.24.いもたきゃあ3いもたきゃいもたきや

おおず

8.6. 

い
か
だ

流
し

広報

8月6目、大洲青年会議所主催の「いかだ流し

大会」が聞かれました。第 6回目を迎えた今年、

スタート地点の成見橋には、 54艇約 400人の参加

者が集合。午前 9時30分を機してスタートしまし

たが、川の増水が影響して、成見橋の橋脚に激突

事云覆するいかだが続出しました。幸いケガ人もな

く、参加者はスリル満点の川下りを満喫しました。

"'4 

、吋 噛 ''i'I'''<'.，品田臨噌
水郷大洲の秋の夜・・河原で野趣を楽しむ「い

もたき」が、 8月24日オープンしました。いもた

きも現在では県内各地で行われるようになりまし

たが、 f可といっても元祖は大洲。談笑しながら囲

む鍋にも、藩政時代から続く歴史の香りが漂いま

す。名月をめでながらのいもたきは，'10月中旬まで

肱川の河原を飾ります。

内向謹ズM

8.24.守ろう交通ルール

8月24目、交通安全キャンペーン全

国キャラパン隊が来庁。約 100人の関

係者が見守る中、桝田市長に総務庁長

官のメッセージが子渡されました。

八
月
は
道
路
を
守
る
月
間
。
一
日
に
は
、
愛
媛
県
建

設
業
協
会
喜
多
支
部
青
年
部
会
中
央
区
の
皆
さ
ん
が
、

ま
た
、
二
十
一
日
に
は
、
愛
媛
舗
道
附
と
柑
西
田
興
産

の
皆
さ
ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ
大
洲
徳
森
線
沿
い
の
草
刈
り

や
穴
ぽ
こ
補
修
な
ど
の
奉
仕
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

道路を美しく

経
口
生
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン

小
児
ま
ひ
予
防
の
経
口
生
ポ
リ
オ
ワ

ク
チ
ン
の
投
与
を
次
の
日
程
で
実
施
し

ま
す
。
免
疫
を
つ
く
る
た
め
、
該
当
す

る
乳
幼
児
は
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

該
当
者
(
次
の
期
間
に
生
れ
た
者
)

一
回
口
平
成
元
年
2
月
1
日
か
ら

平
成
元
年
6
月
初
日
ま
で

二
回
目
昭
和
臼
年
7
月
1
日
か
ら

平
成
元
年
1
月
出
口
ま
で

追
加
者
生
後
3
ヵ
月
か
ら
羽
ヵ
月

の
乳
幼
児
で
、
今
ま
で
に
2
同
服

用
で
き
な
か
っ
た
者

実
施
日
目
月
初
日
(
木
)

連
絡
所
管
内
の
人

叩
月
幻
日
(
金
)

肱
南
・
久
米
・
肱
北
・

喜
多
地
区
の
人

保
健
セ
ン
タ
ー

日
時
叩
八
刀

i
H
時

母
子
手
帳
、
問
診
票
の
な
い

人
は
印
鑑

無

料
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場

所
時

間
持
参
晶

車ヰ

金8月末までの
大洲市内の交通事故

8月末現在 昨年同期

件数 1 4 1 1 6 0 

負傷者 1 8 1 2 0 2 

死者 4 1 



平成元年10月7日

乳

幼

児

健
康
診
断

実

施

日

該

当

者

叩
月
3
日
(
火
)
平
成
元
年
5
月
生
※

印
月
ロ
日
(
木
)
昭
和
臼
年
3
月
生

日
月
口
日
(
火
)
平
成
元
年
2
月
生
※

日
月
白
日
(
火
)
昭
和
白
年
日
月
生
※

叩
月
担
日
(
火
)
昭
和
白
年
9
月
生

※
は
肱
南
・
肱
北
地
区
の
み

受
付
時
間
日
時
1
日
時
加
分

実
施
場
所
大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー

持
参
晶
母
子
健
康
手
帳

成
人
病
・
結
核
検
診

10 10 10 10 
月月月月実
19 18 6 5 
日日日日施

木水金木目

場

所

南市保
久民健
米会セ
i室長官 ン
系各 タ
戸斤 1 

広報

胃

が

ん

検

診

実

施

日

日
月
3
日
(
火
)

日
月
5
日
(
木
)

叩
月
6
日
(
金
)

日
月
四
日
(
水
)

日
月
初
日
(
月
)

場

所

上
須
戒
連
絡
所

日
月
6
日
(
金
)
保
健
セ
ン
タ
ー

印
月
四
日
(
水
)
市
民
会
館

叩
月
お
日
(
月
)
三
善
連
絡
所

受
付
時
間
日
時
i
H
時

検
診
料
子
宮
が
ん
検
診
7
0
0
円

乳
が
ん
検
診

2
0
0
円

叩
歳
以
上
の
女
性

対

象

者健

康

相

圭火
0.1'0: 

火

告(む
0
0
0
2

市
立
大
洲
病
院
(
鉄
砲
町
)

宮
⑪
2
1
5
1

岡
部
ク
リ
ニ
ッ
ク
(
片
原
)

告

(
ω
4
3
7
5

大
洲
中
央
病
院

告

(
ω
4
5
5
1

安
達
医
院
(
中
町
)

宮
⑪
2
5
3
5

大
洲
中
央
病
院

宮

(
ω
4
5
5
1

鎌
田
産
婦
人
科
(
末
広
町
)

告
(
⑪
2
7
5
3

大
洲
中
央
病
院

合

(
ω
4
5
5
1

一
保
健
セ
ン
タ
ー

市
民
会
館

蔵
川
(
基
幹
集
落

セ
ン
タ
ー
)

日
月
白
日
(
火
)
大
川
連
絡
所

受
付
時
間

8
時

i
m
時

検

診

料

9
0
0
円

対
象
者
的
歳
以
上
の
方

婦

人

が

ん

検

診

実

施

目

印
月
5
日
(
木

場

所

保
健
セ
ン
タ
ー

日
月
1
日
(
日
)

日
月
8
日

(
日
)

10 
月
10 
日

日
月
日
日

(
日
)

10 
(月
日 22
)日

10 
(月
日 29
)日

歯
科
相
談
(
大
洲
保
健
所
)

実

施

日

内

容

日
月
四
日
(
水
)
成
人
歯
科
相
談

日
月
お
日
(
水
)
乳
幼
児
歯
科
相
談

受
付
時
間
日
時
か
ら
で
す
。
前
も
っ

て
電
話
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

宮
⑫
3
1
6
5

相談ごと案内

いずれも無料です。気軽にご

利用ください。

砂交通事故相談

とき 10月 9日

10月20日

ところ 市役所

傍人権相談

と き 10月20日 13 f!寺 ~16日寺

ところ 社会福祉協議会事務局

砂法律相談

と き 10月 5日 13日寺~16日寺

ところ 社会福祉協議会事務局

砂心配ごと相談

とき 10月 2目、 11日、 25日

13時~16時

ところ 社会福祉協議会事務局

砂家庭児童相談

と き 毎日の執務時間中

ところ 大洲市福祉事務所

惨行政相談

と き 10月20日 9 日寺~12日寺

ところ 市役所 3階会議室

急ぐ時は宮⑫3974 (玉木)まで

砂社会保険相談

と き 10月23日 10日寺一16日手

ところ 大洲商工会議所

担当松山西社会保険事務所

惨栄養士による健康相談

と き 10月26日 13日寺~15日寺

ところ 大洲市保健ぞンター

対象的歳以上の人

惨何でも相談

と き 毎日の執務時間中

ところ 大洲隣保館E⑫ 6100

大洲福祉会館宮⑫0947

砂不動産無料相談

と き 10月15日 9 時~16日寺

ところ 宅建協会大洲支部

フヂエダ花底 2階、常磐町 4

時

室
日

議
一

ク

会

土

寸

比

白

n

H

M

V

D

-
』

日
U

qU 

1
ょ

おおず

献
血
の
お
知
ら
せ

次
の
よ
う
に
採
血
車
が
巡
回
し
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日
叩
月

5
日
(
木
)

場

所

時

間

市
立
大
洲
病
院

9
時
加
分

1
ロ
時

大

洲

郵

便

局

日

時

l
H
時
却
分

大

洲

記

念

病

院

日

時

l
M
時
加
分

叩
月
刊
H

日
(
火
)

大
洲
市
役
所

9
時
加
分

1
ロ
時

柑

丸

三

産

業

日

時

i
H
時
加
分

欄
大
洲
自
動
車
販
売
日
時
i
v即
時
加
分

里
親
を
求
め
る
運
動

家
庭
に
恵
ま
れ
な
い
児
童
を
自
己
の

家
庭
で
預
か
り
、
そ
の
温
か
い
環
境
の

下
で
、
心
身
共
に
健
や
か
に
育
て
よ
う

と
い
う
の
が
里
親
制
で
す
。

里
親
制
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
せ
は
、

大
洲
市
福
祉
事
務
所
援
護
係
ま
で
(
宮

⑫
2
1
1
1
内
線
2
7
6
)
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市

国民健康保険税 3期

税 3期

納期は10月31日です

今月の納税

民県
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